
今
こ
そ
長
谷
川
テ
ル
の
声
を
全
世

界
に
！
第
３
回
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問

記
念
の
碑
」
碑
前
祭
が
４
月
19
日
、

奈
良
市
般
若
寺
で
77
名
が
集
い
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
蟻
の

会
合
唱
団
に
よ
る
「
希
望

の
鳩
」
合
唱
で
開
会
、
般

若
寺
前
住
職
と
坂
口
紀
代

美
さ
ん
の
祝
辞
の
後
、
山

吹
の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー

レ
春
日
野
で
、
野
村
鮎
子

さ
ん
が
記
念
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
不
再
戦
の
誓
い
を
新
た
に
、

反
戦
平
和
を
貫
い
た
長
谷
川
テ
ル
顕

彰
事
業
の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
３

月
刊
行
し
た
テ
ル
の
総
合

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
長
谷
川

テ
ル
』
の
普
及
が
進
む
と

同
時
に
、
昨
年
10
月
の
第

２
回
「
日
中
不
再
戦
長
谷

川
テ
ル
顕
彰
の
旅
」
に
は

27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会

碑
前
祭
と
交
流
会

４
月
19
日
市
民
や
民
主
団
体
な
ど
か

ら
１
８
０
人
が
集
い
、
東
今
福
公
園
か

ら
蒲
生
公
園
迄
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
る
人
、

パ
レ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
撮
っ
て
い
た
若

者
に
声
を
掛
け
る
と
「
ネ
ッ
ト
で
拡
散

し
ま
す
。
僕
も
戦
争
に
は
反
対
で
す
」

と
、
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
と
誘
う
と

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
他
に
も
飛
び
入
り
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
城
北
支
部

の
参
加
者
は
支
部
の
旗
を
掲

げ
、
道
行
く
人
に
「
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ

う
！
」
「
平
和
憲
法
を
守
れ
！
」

と
元
気
に
訴
え
ま
し
た
。

（
柳

基
世
）

長
谷
川
テ
ル
コ
ー
ナ
ー

例
年
に
な
い
反
響

５
月
２
日
か
ら
５
日
「
ア
ジ
ア
か
ら

問
わ
れ
る
日
本
の
戦
争
展
」
が
阿
倍
野

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
の
木
村
知
義
講
演
会
は
逆
流

の
時
代
「
い
ま
立
ち
戻
る
べ
き
日
中
関

係
の
原
点
と
は
」
を
講
演
。
高
市
発
言

に
対
し
て
な
ぜ
中
国
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
警
戒
す
る
の
か
。
本
質
的
な
時
代
の

転
換
点
に
私
た
ち
は
い
る
の
で
は
な
い

か
と
講
演
。
講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
中
国
の

報
道
版
組
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

府
連
展
示
の
長
谷
川
テ
ル
コ
ー
ナ
ー

見
学
者
の
大
半
は
名
前
は
知
っ

て
い
ま
す
、
毎
日
新
聞
で
知

り
ま
し
た
と
例
年
に
な
い
反

響
で
す
。
講
演
は
今
ま
で
聞

い
た
日
中
関
係
の
話
で
一
番

ま
と
ま
っ
て
い
て
解
か
り
や

す
か
っ
た
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

（
Ｈ
）

戦
争
ア
カ
ン
憲
法
守
れ

城
東
区
民
パ
レ
ー
ド

前
日
の
長
雨
か
ら
カ
ラ
っ
と
晴
れ
上

が
っ
た
４
月
11
日
（
土
）
12
人
が
参
加
。

日
中
友
好
協
会
が
な
ぜ
、
地
元
の
大
阪

の
歴
史
を
探
訪
す
る
の
か
み
な
さ
ん
興

味
津
々
で
す
。
河
合
さ
ん
か

ら
は
「
古
墳
の
発
掘
調
査
の

中
か
ら
、
当
時
の
中
国
と
の

関
係
を
探
求
し
た
い
」
と
。

ま
ず
は
「
今
城
塚
古
墳
公

園
」
と
「
古
代
歴
史
博
物
館
」

へ
。
今
城
塚
古
墳
は
学
者
の

共
通
認
識
は
「
継
体
天
皇
陵
」

と
の
こ
と
。
し
か
し
、
宮
内
庁
は
そ
れ

を
否
定
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ

こ
の
前
方
後
円
墳
あ
と
の
こ
ん
も
り
と

し
た
小
山
を
散
策
で
き
る
の
で
す
。

参
加
者
は
古
代
に
思
い
を
は
せ
、
陵

墓
あ
と
を
歩
き
ま
し
た
。
西
脇
さ
ん
の

三
つ
の
お
孫
さ
ん
も
パ
パ
と
マ
マ
と
参

加
。
「
は
に
わ
を
覚
え
た
よ
」
と
の
こ

と
で
す
。

午
後
は
、
南
下
し
て
「
高
槻
城
跡
」

と
「
し
ろ
あ
と
博
物
館
」
へ
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
知
ら

れ
た
高
山
右
近
が
元
城
主
で
す
。

公
園
に
は
、
高
槻
市
と
中
国
の

常
州
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
と

示
し
た
銘
板
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
一
様
に
、

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
「
初

め
て
で
、
歴
史
を
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
。

全
行
程
で
一
万
歩
あ
ま
り
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
あ
と
は
喉
が
渇
き
、
高
槻
市

駅
前
の
居
酒
屋
で
お
い
し
い
ビ
ー
ル
を

プ
シ
ュ
ー
。

（
杉
原

通
男
）

城
北
支
部

歴
史
探
訪
イ
ン
高
槻

今
城
塚
古
墳
へ

学
院
で
は
中
国
百
科
検
定
の
ポ

ス
タ
ー
を
毎
回
貼
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
第
18
回
検
定
で
百
科

博
士
に
な
ら
れ
た
安
西
方
子
様
が

こ
の
学
院
で
学
ん
で
お
ら
れ
て
、

李
力
校
長
に
日
頃
か
ら
百
科
検
定

合
格
の
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

李
校
長
は
「
百
科
博
士
と
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
安
西
様

の
学
び
を
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ご
縁
で
、
４
月
15
日
に
山

本
会
長
と
高
田
で
学
院
を
訪
問
し
、

日
頃
の
お
礼
と
、
百
科
検
定
へ
の

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

李
校
長
は
北
京
生
ま
れ
で
す
。

同
じ
く
北
京
生
ま
れ
の
山
本
会
長

と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
李

校
長
は
８
歳
ま
で
北
京
で
暮
ら
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
文

革
の
時
期
で
す
。
李
校
長
の
祖
母

は
日
本
人
、
父
は
台
湾
籍
、
母
は

小
地
主
家
庭
の
出
身
と
い
う
こ
と

で
、
李
校
長
は
親
戚
の
家
に
預
け

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

文
革
後
、
日
本
に
来
ら
れ
、
慣

れ
な
い
地
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
中
国
で
大
学
教
授
を
さ
れ

て
い
た
お
母
様
が
、
小
さ
な
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
で
始
め
ら
れ
た
の

が
学
院
の
出
発
で
す
。
今
年
で
33

年
目
を
迎
え
る
と
の
こ
と
。
お
母

様
か
ら
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現
在

は
本
町
の
一
等
地
で
学
院
を
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
李
家
の
歴
史
を

ぜ
ひ
日
中
で
紹
介
し
て
下
さ
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。

学
院
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
を

柱
の
一
つ
に
さ
れ
て
い
て
「
中
国

人
は
日
本
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
人
は
中
国
の
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
交
流
が
大
切
で
す
。

百
科
検
定
を
通
じ
て
話
題
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」
と
百
科

検
定
を
評
価
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

山
本
会
長
も
「
現
役
の
通
訳
者

が
、
百
科
検
定
で
学
ん
だ
こ
と
が

仕
事
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

中
国
百
科
検
定
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ま
た
、
百
科
検
定
紹
介
の
講

師
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
お
話

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
Ｔ
）

実
用
中
国
語
学
院
を
訪
問
し

中
国
百
科
検
定
の
ポ
ス
タ
ー
を
お
願
い

第
19
回

中
国
百
科
検
定

７
月
４
日(

土)

３
時
か
ら
３
時
50
分

大
阪
国
労
会
館

試
験
科
目
と
受
験
料

初
級
２
２
０
０
円
学
生
１
０
０
０
円

３
級
３
２
０
０
円
学
生
２
０
０
０
円

２
級
４
２
０
０
円
学
生
３
０
０
０
円

申
込
締
め
切
り
６
月
15
日

大
阪
府
連
事
務
局
ま
で

女
性
部
学
習
会

ラ
ブ
リ
ー
中
国
古
典
編

第
６
回

５
月
17
日
（
日
）

１
時
半
か
ら

府
連
事
務
所
２
０
５
号
室

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
物
語

西
遊
記

紅
楼
夢

京
都
嵐
山
の
中
之
島
公
園
内

に
あ
る
「
日
中
不
再
戦
の
碑
」

を
見
学
し
ま
す
。
こ
の
碑
は
１

９
６
３
年
７
月
に
盧
溝
橋
事
件

30
周
年
を
記
念
し
て
、
日
中
友

好
協
会
京
都
府
連
が

中
心
と
な
っ
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
石
碑

の
「
日
中
不
再
戦
」

の
文
字
は
清
水
寺
の

故
・
大
西
良
慶
貫
主

の
揮
毫
に
よ
る
も
の

で
す
。

日
中
友
好
と
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

毎
年
碑
前
祭
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

昼
食
は
「
花
の
い
え
」
で
美

味
し
い
京
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
交
流
し
ま
す
。
昼
食
後
は
、

若
き
周
恩
来
が
日
本
留
学
中
の

１
９
１
９
年
、
帰
国
前

に
嵐
山
に
足
を
運
び
詠

ん
だ
詩
碑
「
雨
中
嵐
山
」

を
見
学
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
５
月
24
日(

日)

午
前
10
時
半
阪
急
嵐
山

駅
改
札
口
（
阪
急
京
都

線
桂
駅
乗
り
換
え
）

会
費
４
５
０
０
円

日
中
友
好
と
不
再
戦
の
碑

見
学
交
流
会

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
会
in
京
都
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北
極
星
は
星
々
の
な
か
で
唯
一
動

か
な
い
よ
う
に
見
え
、
そ
の
回
り
を

他
の
星
々
が
巡
り
ま
す
。
古
代
の
中

国
で
は
北
極
星
と
皇
帝
を
結
び
付
け
、

天
上
の
星
々
と
皇
帝
を
と
り
ま
く
人

事
を
星
座
（
宿
星
）
と
結
び
つ
け
ま

し
た
。

北
極
星
を
皇
帝
と
し
、
そ
の
周
り

に
皇
族
や
宮
殿
を
表
す
星
座
を
配
し
、

遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
軍
隊
や
台
所
、

田
ん
ぼ
、
ト
イ
レ
と
い
っ
た
生
活
感

の
あ
る
星
座
を
配
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
星
座
の
数
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

八
十
八
に
対
し
て
、
三
百
近
く
も
あ

り
ま
す
。

星
占
い
で
お
な
じ
み
の
黄
道
十
二

星
座
は
西
洋
発
祥
で
す
。
こ
れ
は
太

陽
の
通
り
道
を
三
十
度
ず
つ
に
十
二

等
分
し
、
春
分
を
起
点
に
太
陽
が
通

過
す
る
領
域
の
星
座

を
割
り
振
っ
た
も
の

で
す
。
中
国
で
は
月

の
運
行
を
基
に
し
た

二
十
八
宿
星
に
な
り

ま
す
。
月
が
天
球
を

一
周
す
る
の
に
お
よ
そ
二
十
八
日
か

か
る
の
で
、
一
日
に
一
つ
の
宿
星
を

割
り
振
り
、
一
ヶ
月
で
二
十
八
宿
星

に
な
り
ま
す
。

「
天
命
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
古
代
中
国
で
は
天
が
世
界
に

対
し
て
決
定
を
し
た
り
警
告
を
し
た

り
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
農
業
国
で
あ
る
中
国
で
は
季
節

の
変
化
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
。
農
作
業
の
時
期
を
決

定
す
る
の
に
使
わ
れ
る
二
十
四
節
季

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
太
陽
の
位

置
か
ら
一
年
年

を
二
十
四
等
分

し
た
も
の
で
す
。

中
国
の
暦
法

の
特
徴
は
、
一

年
間
の
太
陽
の

動
き
（
一
回
帰

年
）
と
一
ヶ
月

の
月
の
満
ち
欠

け
（
一
朔
望
年
）

を
組
み
合
わ
せ

た
太
陰
太
陽
暦
を
使
う
こ
と
で
す
。

紀
元
前
十
一
世
紀
頃
に
興
っ
た
周

王
朝
で
は
天
文
学
が
非
常
に
発
展
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
単
に
科
学
的
な
内

容
だ
け
で
な
く
、
思
想
的
、
政
治
的
、

文
化
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
天
文
学
の
特
徴
は
、
人
間

と
宇
宙
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
宇
宙
は
人
間
と
無
関
係

に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間

社
会
の
複
製
、
あ
る
い
は
鏡
で
あ
っ

た
の
で
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

外
周
の
二
十
八
文
字
が
二
十
八
宿
星

中
国
の
星
物
語

10
回
シ
リ
ー
ズ

第
１
回

二
十
八
宿
星

台
湾
有
事
と
言
わ
れ
る

最
前
線
を
観
て
感
じ
た
事

４
月
⒓
日
の
西
支
部
学
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
台
湾
有
事
と
世

間
が
騒
ぐ
中
、
厦
門
・
金
門
島
の

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
60
コ
マ
に
ま
と

め
て
説
明
さ
れ
た
か
ら
、
楽
し
か
っ

た
日
々
に
思
い
を
馳
せ
る
事
が
出

来
て
良
か
っ
た
で
す
。

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
現
在

の
金
門
島
と
厦
門
は
大
阪
と
神
戸

の
よ
う
に
沢
山
の
往
来
が
あ
り
、

か
っ
て
の
国
共
内
戦
も
歴
史
と
な
っ

て
い
る
事
を
実
感
し
た
こ
と
で
す
。

以
前
訪
問
し
た
厦
門
が
大
き
く

変
貌
し
て
い
た
の
は
驚
き
で
し
た
。

厦
門
に
投
資
し
て
い
る
台
湾
企
業

は
２
８
０
０
社
、
常
駐
台
湾
人
は

６
万
人
。

金
門
島
の
台
湾
人
が
購

入
し
た
厦
門
の
不
動
産
は
８
千
件

に
上
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
有

事
・
有
事
と
言
っ

て
い
ま
す
が
空

騒
ぎ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
で
す
。

本
当
に
有
意
義

な
ツ
ア
ー
で
し

た
。
（
Ｍ
）

「
中
国
残
留
日
本
人
・
中
国
帰
国
者

の
人
生
が
問
い
か
け
る
こ
と
」
（
浅

野
慎
一
摂
南
大
学
教
授
）
日
中
友
好

新
聞
２
０
２
４
年
１
月
１
日
か
ら
６

月
15
日
号
で
掲
載
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

『
中
国
「
残
留
孤
児
・
婦
人
」
２
世

が
人
間
の
尊
厳
を
も
っ
て
笑
顔
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
―
法
律
の
改
正

を
求
め
て
い
ま
す
―
』
（
５
ペ
ー
ジ

～
２
９
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
記
事
を
中

国
語
に
翻
訳
し
ま
す
。

最
寄
り
の

帰
国
者
支
援
委
員
か
府
連
事
務
局
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
12
の
章
が

あ
り
ま
す
が
大
阪
の
分
担
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
決
ま
り
次
第
相

談
し
ま
す
。

「
帰
国
者
ニ
ュ
ー
ス
」
が
67
号
か
ら

中
国
語
版
も
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
帰
国
者
の
皆
さ
ん
か
ら

た
い
へ
ん
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
山
理
事
が
二
世
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
流
し
た
と
こ
ろ
「
新
春
の
つ
ど

い
（
３
月
８
日
）
」
に
参
加
し
た
い
、

と
の
申
し
込
み
が
あ
る
ほ
ど
、
好
評

で
す
。

帰
国
者
の
皆
さ
ん
に
『
署
名
』
の

中
国
語
版
と
合
わ
せ
、
も
う
一
度
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
先
日
の
本
部
帰
国
者
委

員
会
で
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

第
５
次
国
会
請
願
に
向
け
、
帰
国

者
の
み
な
さ
ん
も
自
ら
の
問
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
い
っ

し
ょ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
Ｉ
）

帰
国
者
支
援

翻
訳
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

台
湾
の
国
民
党
鄭
麗
文
主
席
一
行

は
10
年
ぶ
り
に
大
陸
を
訪
問
、
４
月

10
日
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
中
国
共

産
党
習
近
平
総
書
記
（
国
家
主
席
）

と
の
両
党
会
談
に
臨
ん
だ
。
こ
の
機

会
に
習
近
平
氏
は
、
中
国
側
を
代
表

し
て
「
台
湾
地
域
と
の
平
和
的
発
展

を
加
速
さ
せ
る
十
大
政
策
・
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
発
表
し
た
。

（
１
）
福
建
省
起
点
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
、
イ
ン
フ
ラ
・
交
通
網
の
拡
大

（
２
）
映
像
作
品
の
放
映
解
禁
や
文

化
交
流
拡
大
（
３
）
台
湾
農
水
産
物

輸
入
の
規
制
緩
和
（
４
）
台
湾
食
品

メ
ー
カ
ー
の
登
記
・
輸
入
手
続
き
の

簡
素
化
（
５
）
台
湾
企
業
・
中
小
企

業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
を
支
援

（
６
）
台
湾
青
年
の
就
学
・
就
業
支

援
（
７
）
両
岸
の
教
育
・
学
術
交
流

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
（
８
）
両
岸

の
都
市
間
・
地
方
政
府
間
の
交
流
促

進
（
９
）
国
民
党
・
共
産
党
間
の
対

話
・
連
携
強
化

（
10
）
「
92
年
コ

ン
セ
ン
サ
ス
」
と
「
台
湾
独
立
反
対
」

を
ベ
ー
ス
に
両
岸
交
流
の
推
進

優
遇
「
十
大
政
策
措
置
」
の
発
表

は
、
上
記
（
９
）
（
10
）
項
に
あ
る

よ
う
に
、
鄭
麗
文
主
席
の
訪
中
に
際

し
て
国
民
党
を
尊
重
し
、
ね
ぎ
ら
う

意
図
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
十
大

政
策
の
具
体
性
や
波
及
範
囲
を
考
慮

す
れ
ば
、
台
湾
住
民
全
体
の
利
益
に

つ
な
が
る
内
容
を
広
範
囲
に
含
ん
で

お
り
「
海
峡
両
岸
の
融
合
的
発
展
」

を
重
視
す
る
中
国
の
台
湾
政
策
の
基

本
的
視
点
の
具
体
化
と
し
て
位
置
づ

け
う
る
。

「
台
湾
優
遇
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

が
国
民
党
ル
ー
ト
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
台
湾
全
住
民
に
向
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
国
務

院
台
湾
事
務
弁
公
室
の
陳
斌
華
報
道

官
は
定
例
記
者
会
見
（
４
月
15
日
）

の
中
で
、
改
め
て
明
確
に
し
て
い
る
。

「
両
岸
関
係
を
発
展
さ
せ
、
祖
国
統

一
を
実
現
す
る
主
要
な
目
標
の
一
つ

は
、
両
岸
同
胞
が
よ
り
良
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
平
和

的
統
一
は
台
湾
の
経
済
・
社
会
発
展

に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、

台
湾
同
胞
に
確
か
な
利
益
を
も
た
ら

し
、
両
岸
の
よ
り
良
い
未
来
を
切
り

開
く
」
と
。

全
体
と
し
て
、
米
・
日
政
権
が
台

湾
民
進
党
政
権
と
連
動
し
て
台
湾
を

め
ぐ
る
軍
事
衝
突
ス
ト
ー
リ
ー
を
強

調
し
画
策
す
る
の
に
対
し
て
、
中
国

側
は
台
湾
・
大
陸
両
岸
の
平
和
的
統

一
、
融
合
的
発
展
を
身
近
な
具
体
的

利
益
の
面
か
ら
説
く
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
る
。
そ
の
意
味
で
現
状
が
活

写
さ
れ
て
い
る
。
（
山
本

恒
人
）

台
湾
・
大
陸
の
平
和
的
統
一
こ
そ

両
岸
共
に
生
活
が
良
く
な
る
チ
ャ
ン
ス

第
19
回
中
国
百
科
検
定

対
策
講
座

府
連
教
室

５
月
24
日(

日)

２
時
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

中
国
少
数
民
族
の
文
化

講
師

宗
婷
婷
さ
ん

中
部
大
学
准
教
授

花
の
き
り
え
展

５
月
26
日
か
ら
31
日(

日)

長
居
公
園
内

花
と
緑
と

自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
場
無
料

全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
主
催

太
極
拳
を
中
河
内
支
部
の
行
事

に
取
り
入
れ
て
今
年
で
13
年
目
に

な
り
ま
す
。
ず
っ
と
続
け
て
い
る

方
に
段
級
試
験
を
す
す
め
る
と
、

４
人
の
方
が
受
け
た
い
と
希
望
さ

れ
、
こ
の
た
び
全
員
３
級
に
合
格
、

認
定
証
書
を
い
た
だ
き
教
室
の
進

歩
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
も
府
連
主
催
の
難
波
教
室
へ

15
年
通
い
、
太
極
拳
に
つ
い
て
多

く
の
効
能
を
学
び
ま
し
た
。
実
際

駅
の
階
段
２
段
を
一
歩
と
し
て
上

が
っ
て
も
息
切
れ
せ
ず
、
足
腰
に

筋
肉
が
つ
き
、
60
代
よ
り
筋
肉
量

が
増
え
て
い
る
事
、
又
血
流
も
良

く
な
り
、
風
邪
も
ひ
か
ず
、
効
果

が
あ
る
と
確
信
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
方
々
に
自
信
を
も
っ
て
太
極

拳
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｋ
）

太
極
拳
３
級
全
員
合
格

メ
ー
デ
ー
と
憲
法
集
会

扇
町
公
園
で
メ
ー
デ
ー
と
憲
法

集
会
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
連
も

日
中
の
旗
を
掲
げ
て
参
加
。

３
日
の
憲
法
集
会
に
は
元
文
部

科
学
事
務
次
官
の
前
川
喜
平
さ
ん

が
「
憲
法
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て

何
と
し
て
も
憲
法
改
悪
を
阻
止
し
、

高
市
政
権
を
打
倒
し
よ
う
」
と
ス

ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。


